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第２３回例会報告 *通算例会回数4167回目* （2月8日 於 今治商工会議所２階 大会議室） 
 

【 出  席  報  告 】 
・会員数   ５１名          ・出席数   ３３名          ・欠席数  １８名 

・当日出席率   ６６．６６％               ・前々回修正出席率   １００％ 

＜欠席会員＞阿部､相原､平尾､廣川､平田､冠､小堀､小原､河野､楠橋､岡本､重松､志尾､埋見､渡辺､八木(真) 

〔免除会員〕檜垣(巧)､八木(正) 

<1/27欠席補填>(1/22今治北)八木(伸)（1/29今治北)原､平尾､平田､廣川､冠､木村(雅)､吉良､小池､小原､宮道 

      越智､尾越､佐々木､田中､渡邊､八木(真)､矢野 (1/30今治南)檜垣(明)､木村(敏)､西信 

◇幹事報告・川之江ロータリークラブより、６０周年記念誌が届きました。 

・2024-202５年度版『ロータリー手帳』の注文を受け付けております。購入希望の方はご連絡ください。 

・【今治ＲＣ花見夜間例会のご案内】３月２８日(木)１８時３０分よりしまなみの杜リゾートにて開催します。 

※会費の集金額については、会計状況を確認し後日改めてご連絡いたします。 

◇親睦活動委員会・お誕生日スピーチ・坂本考弘会員：５０歳になりました。これからもよろしくお願いします。 

◇ロータリー情報委員会より『地区大会について』：地区大会の目的は、経験豊富なロータリアンから新会員まで、あらゆるレベ

ルのロータリアンにロータリーへの参加を高めてもらうことです。今年度は、５月１７日(金)に地区大会記念ゴルフ大会とRＩ会長代

理ご夫妻歓迎晩餐会があり、５月１８日（土）に会長幹事協議会と地区大会本会議があります。是非皆さん参加して思い出に残る

親睦を経験する絶好の機会にしましょう。 

職業奉仕委員会アワー 
◆原竜也職業奉仕委員会委員長 『せとうちみなとマルシェについて』職業奉仕についてということで、せとうちみな
とマルシェについてお花させて頂きます。私は運営委員長を拝命しており、実行委員長が越智会長です。現場をまわ
すのが運営委員長の役割です。ロータリークラブの会員の中でも運営委員会メンバーで頑張って頂いている方、ボラ
ンティアで来ていただいてる方やボランティアを輩出していただいてる企業様、バナー広告でご協力いただいてる企業
様がたくさんおられます。そのことについてもお話出来たらと思います。▼せとうちみなとマルシェが始まったのは、20
22年10月今治港開港１００周年の時…ブルーインパルスが飛んだ日で皆さん記憶にあると思いますが、その時にマル
シェのプレオープンをさせて頂きました。しまなみ海道が出来てから便利にはなりましたが、今治港に発着するフェリー
等も減り、昔の賑わいもなくなっていたと思います。港を«交通の港»から«交流の港»にしていこうという構想の中でせ
とうちみなとマルシェをスタート（オープン式は2022年11月13日（日）しました。▼せとうちみなとマルシェ開催日時は、
第２・第4日曜日の9：00～14：00です。夏場は第２・第４土曜日の商店街での土曜夜市に合わせて開催です。開催場
所は、今治港周辺エリア（はーばりー）で約５００ｍのコンコースを占有してさせて頂いています。主な実施内容として
は、毎回１００店舗の出店【登録上では６００店舗近くになりました】でジャンルとしては、水産・農産・飲食・キッチンカー・
雑貨等や併設イベント企画です。来場者は、毎回約1万人で年間24万人を集客しています。ちなみに今は凄く賑わっ
ていまして2万人超えてきています。▼実行委員会メンバーは、名誉会長に徳永今治市長・実行委員会会長が越智会
長・商工会議所や農協など各種団体の長の方に実行委員会メンバーとして入って頂いています。何故私が運営委員
長をしているかというと、越智会長からその時は名前が決まっていませんでしたがこういう構想があるとお話があり、
色々と率直に申し上げました。その時私は50歳で、越智会長から今治の将来についてマルシェの構想を聞き…こうい
うことは私達世代が考えないといけないのにと正直悔しい思いをしました。その1週間後くらいに越智会長からやるよ
ね？とお話があり、二つ返事ではいと答えました。正直どう事業としてまわしていくのか考えるのに苦労しました。その
道のプロの方を運営委員会メンバーに迎え20数名で運営しているのが現状です。▼～カラフルなテントやキッチンカ
ーが並んでいる様子やせり中の動画やマルシェキッチンの写真が流れました。▼マルシェキッチンのこと…その場で地
元の新鮮な魚を食べてほしいという思いで当初はテントの下で捌く予定でしたが、どうしても衛生的にダメとのことで
キッチンを建てようとなりました。ただコンコースは市の土地で実行委員会とはいえ民間の施設を建てるのはどうなの
かと認可が大変でしたが急ピッチではなしを進めキッチンが建てられました。キッチンの横では、その場で捌いた新鮮
な魚をすぐにクール便で送れるように宅急便が待機してくれています。▼～実際の出店店舗やイベント企画中（子供釣
り堀やマグロ解体ショーなど）の写真～▼2023年11月からせとうちみなとマルシェクーポンプロジェクトとして、せとう
ちみなとマルシェクーポンや１２,０００世帯に５,０００円分の子育て応援マルシェクーポンを配布し、来場者数も増えて
います。▼今後の構想として…R4年度は毎回１００店舗規模での出店、1万人の集客という規模での開催はクリアし、
マルシェの集客を利用した併設イベント開催も始まり、マルシェは中心市街地の活性化に繋ぎ続けることが絶対です。
その為の課題としては、出店料やバナー広告で維持するのに必死で新たな収益源を考えたり、また立上げメンバーに
継ぐスタッフ育成など一生懸命やっています。皆さん是非せとうちみなとマルシェにお越しください! 

次 回 例 会（２月15日） 

【    IＭ実行委員会案内    】 

＜ 会員誕生日祝 ＞ 向井 正知氏（2/17）  

＜配偶者誕生日祝＞ 廣川 怜史氏（2/15） 平尾浩一郎氏（2/25） 辰巳 和久氏（2/28） 

                        〔 笹 〕 


